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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

平成21年産小麦の総括 
 
平成21年度北海道産小麦流通実態調査報告 
 
平成21年度全国麦作共励会の結果について 

麦作 
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麦　　作 

平成２１年産小麦の総括

十勝農業試験場 技術普及部 主任普及指導員 松 原 昭 美
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 主査 久 保 勝 照
上川農業試験場 技術普及部 主査 高 松 聡
北見農業試験場 技術普及部 主査 沢 口 敦 史

農林水産省大臣官房統計部が１１月３０日に公表した２１年産小麦の収量は平年比７２％となり（表１）、

秋まき小麦は平成１１年に次ぐ低い値で、春まき小麦は「春よ恋」が主力品種となった１５年以降最

低の成績となった（表２）。６月中旬から８月上旬の断続した降雨と日照不足が大きな影響を及

ぼした結果だが、生育の経過を振り返りながら今後の課題について検討する。

表１ 平成２１年産小麦の作付面積と収穫量（北海道）

区 分
作付面積
（ha）

１０a収量
（�／１０a）

前年対比
（％）

平年収量
（�／１０a）

平年対比
（％）

秋まき小麦 １０７，７００ ３５４ ７４ ４８９ ７２
春まき小麦 ８，５１０ ２１５ ６６ ３００ ７２

注）農林水産省大臣官房統計部発表（２１年１１月３０日）。

平年収量は過去７年の豊凶年を除く５年平均。

表２ 小麦の年次別１０a収量の推移 （�）
年 次 １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１
秋まき小麦 ３２７ ３８３ ４０５ ４８０ ５０８ ５０１ ４７９ ４３７ ５１０ ４７８ ３５４
春まき小麦 １２５ ９１ １２８ １１８ ２６９ ３０６ ２９７ ３０６ ３２３ ３２６ ２１５

１ 各地域における平成２１年産
小麦の生育
秋まき小麦は、播種期が雨の影響で平年に

比べ３日の遅れとなった。播種後に乾燥した

天候が続いたため、越冬前の草丈・茎数は平

年を下回った。４月は２６日に太平洋側で大雪

となった所もあったが、気温は高く、幼穂形

成期は平年より２日早まり、茎数も平年並み

となった。５月から６月上旬も高温多照に経

過し、出穂期は３日早くなった。７月中旬以

降の低温・多雨・寡照の影響により生育が遅

れ、全道平均の成熟期は２日の遅れとなった

（表３）。

春まき小麦は、播種期が大幅に早く、幼穂

形成期も５日早かったが、６月中旬の気温が

低かったため、生育は徐々に平年に近づいた。

７月中下旬から８月上旬の気温が低く雨が多

いため、成熟期は平年に比べ１日の遅れと

なった（表４）。以下に地域別の生育状況を

示す。

� 道央
（農政部 技術普及課 主査 久保勝照）

�ア 秋まき小麦

道央（石狩・空知・後志・胆振）における

秋まき小麦の生育は、起生期以降出穂期まで

平年よりも７日～２日早く進んだが、６月の

低温・日照不足、７月の多雨・日照不足の影

響で成熟期は平年並みとなった。また、茎数

は平年より多く推移し、穂数も平年より多

かった（穂数の平年対比、４支庁平均１０７％）。

開花期の降雨により赤かび病の発生が多
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かった。石狩、空知、胆振においては、登熟

期間（６～７月）の低温・多雨・日照不足に

より細粒・未熟粒が目立ち、収穫期の降雨に

より穂発芽の発生が多く、収量・品質ともに

平年を大きく下回った。そんななかで後志は

穂発芽の発生は極めて少なく、収量は平年並

みを確保し、品質も全量１等麦となった。

�イ 春まき小麦（初冬まき栽培）

道央（石狩・空知）における春まき小麦初

冬まき栽培の生育は、融雪後の出芽本数はや

や多く、その後の茎数も多く推移した。草丈

は平年よりも長く推移した。やや過繁茂の傾

向であった。穂数もやや多くなった。このた

め一部では倒伏が発生した。

幼穂形成期～出穂期の生育は、平年よりも

４～６日早く進んだが、６～７月の低温・多

雨・日照不足により成熟期は３日遅れた。天

候不順の影響を受け、登熟はやや不良となり

細麦傾向であった。また、赤かび病・穂発芽

の発生もあり、収量と品質に影響し、大きく

減収した。

� 十勝
（十勝農試技術普及部 主任普及指導員 松原昭美）

�ア 秋まき小麦

平年より２日早い６月１０日に出穂揃となっ

たが、翌１１日から２２日まで連続して低温、日

照不足となり、開花・稔実に大きく影響した。

稈長が平年より長く、６月２３日の大雨で一部

の地域で倒伏が発生し、その後の断続的な降

雨により各地で増加し、最終的には倒伏面積

率が６．１％と多かった。成熟期は平年より２

日遅い７月２９日であった。

７月は降水量が多く、中旬以降は低温・日

照不足も重なり、登熟が不良で細麦が多く、

製品収量は平年を大きく下回った。

「きたほなみ」の収量が「ホクシン」を大

きく上回り、品質も勝った。病害では赤かび

病の発生がやや多かった。

表４ 平成２１年産春まき小麦の生育状況

支庁
播種期 止葉期 出穂期 成熟期 茎数（本／�） 穂数
（月日） （月日） （月日） （月日） （６．１５） （本／�）

上川 ４．１０（早８）６．１２（早２） ６．２２（早１） ８．５（０） ７７１（１１０） ５４０（１０７）
網走 ４．１１（早９）６．１２（早３） ６．２４（早１） ８．１３（遅１） ９０１（１１３） ６７８（１１５）
空知 １１．１２（早１０）５．２９（早８） ６．８（早３） ７．２９（遅２） ８２４（１０１） ７５６（１０２）
全道 ６．７（早３） ６．１８（早２） ８．６（遅１） ８５８（１０８） ６８７（１０９）

注１）各生育季節の（ ）内の数値は平年対比の日数。

２）茎数、穂数は北海道農政部発表の作況値。（ ）内の数値は平年比対比の百分率（％）を示す。

３）空知の数値は初冬まき栽培。

表３ 平成２１年産秋まき小麦の生育状況

支庁
播種期
（月日）

起生期
（月日）

幼穂形成期
（月日）

出穂期
（月日）

成熟期
（月日）

茎数（本／�） 穂数
（本／�）（１０．１５） （６．１５）

石狩 ９．２０（早１） ４．５（早５） ５．１（早３） ６．３（早３） ７．２０（早１） ４５１（１０４） ８６７（１２２） ８０４（１１８）

空知 ９．２０（遅２） ４．１（早７） ４．２９（早４） ６．２（早３） ７．１７（早１） ３５７（７３） ７５５（１０６） ７０５（１０５）

上川 ９．１７（遅９） ４．１２（早４） ５．５（早２） ６．６（早３） ７．２１（遅１） ６５５（７３） ７３１（１０２） ６４７（９９）

網走 ９．２３（遅２） ４．４（早９） ５．１（早６） ６．８（早２） ７．３０（遅３） ３２７（９７） ８８０（１１０） ８０７（１１０）

十勝 ９．２４（遅２） ４．５（早２） ５．３ （０） ６．７（早３） ７．２９（遅２） ２５８（８３） ７８１（９６） ７２１（９６）

全道 ９．２２（遅３） ４．４（早５） ５．２（早２） ６．６（早３） ７．２６（遅２） ３４３（８３） ８０６（１０３） ７４２（１０３）

注１）各生育季節の（ ）内の数値は平年対比の日数。

２）茎数、穂数は北海道農政部発表の作況値。（ ）内の数値は平年比対比の百分率（％）を示す。
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� 北見
（北見農試技術普及部 主査 沢口敦史）

�ア 秋まき小麦

融雪期が早く、その後の平均気温が高かっ

たことから起生期～幼形期は５～６日早かっ

た。５月中旬～６月上旬の気温はほぼ平年並

で止葉期～出穂期は１～２日の進みとなった。

６月中旬の低温、少照、多雨で徒長し、６月

下旬～７月上旬は、高温であったが強風や豪

雨があり、倒伏が発生した。７月中下旬の日

照不足、低温により成熟期は平年より３日遅

かった。茎数、穂数は平年より１割程度多かっ

た。収穫期の８月上旬は好天に恵まれ、成熟

が早かった場所以外は穂発芽の被害から回避

できた。収量はほぼ平年並であり、倒伏の多

い地域では減収した。製品率は８７％とやや低

く、品質は９９％一等麦となった。

�イ 春まき小麦

融雪が早く播種期、出芽期は平年より８～

９日早かった。５月下旬～６月中旬の低温に

より生育は遅れ出穂期は平年並となり、草丈

も徒長した。７月中下旬の日照不足、低温に

より成熟期は平年より１日遅れた。日照不足

による登熟不良のため、茎数、穂数は多いも

のの千粒重が小さく、収量は平年を大きく下

回り（平年比８８）、網走沿海中部で減収が大

きかった。品質は製品率が７２．５％と低く、８７％

一等麦であった。

� 上川・留萌
（上川農試技術普及部 主査 高松 聡）

�ア 秋まき小麦

平成２０年９月の播種期がやや遅れた上に出

芽に時間がかかり越冬前の生育量は平年より

やや少なかったが、融雪が早く５月が高温に

経過したため生育が進み、穂数は平年並みで

あった。５月から６月にかけて適度に降雨が

あったため草丈が平年を上回り、稈長はやや

長くなった。出穂期は平年より５日早くなっ

たが、６月中旬以降雨が多く、７月は低温に

経過したため成熟期は１日遅れとなった。

上川地域（旭川市）では、７月の断続した

降雨で倒伏が発生した。７月１６日から２３日に

かけて平均気温が低下し、収穫期の連続した

降雨により穂発芽が発生した。

留萌地域（羽幌町）では、比較的降雨量が

少なく、低温に経過した期間も短いことから

品質の低下は少なかった。

�イ 春まき小麦

融雪が早かったため播種が早く終了し出芽

が３日早かったが、播種期が遅い圃場は４月

６半旬から５月２半旬にかけて少雨に経過し

たことから出芽が遅れ、その遅れは成熟期ま

で縮まらなかった。５月中旬より適度に降雨

があったため草丈・茎数は平年を上回り、稈

長は１０�程度長く、穂数は７％程度多くなっ
た。７月８日の降雨以降倒伏が発生した。８

月１～３半旬にかけて好天に恵まれたため収

穫は平年並みに終了した。

２ 生産実績
� １等麦比率
秋まき小麦、春まき小麦ともに倒伏や登熟

後半の多雨による穂発芽と日照不足の影響で

製品歩留は低く、収量は平年を大幅に下回り

（表１）、１等麦比率も前年から大きく低下

した（表５）。

� 品質ランク区分
秋まき小麦で Aランクの割合が大幅に低

下した（表６）。特に４つの品質評価項目す

べての基準を満たした S区分の割合が大き

く低下している。春まき小麦は成熟期以降天

候が順調だったため品質は前年並みを確保で

きた。

� 品質評価項目別頻度
４つの評価項目の割合を比較すると、「ホ

クシン」は容積重で４０％が基準より軽く、タ

ンパクで５１％、灰分は４３％が基準より高い値

となり、フォーリングナンバーは７％が基準

以下になった。それに対して「きたほなみ」

は容積重、灰分、フォーリングナンバーはほ

とんどが基準を満たしていたが、タンパクに

ついては３７％が基準値を超えていた。アミロ
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耐性の低い「キタノカオリ」は７月中旬以降

の低温の影響をうけフォーリングナンバーは

ほとんどが基準を下回った。「春よ恋」は容

積重とタンパクでそれぞれ約６％が基準を満

たせず、フォーリングナンバーは１０％が基準

以下だった。

３ 今後の課題
今年の小麦の収量品質は断続的な降雨と寡

照に大きく影響された。圃場の透排水性が不

良で防除や収穫の適期に作業が行えない場合

も見受けられた。明暗渠などの整備と併せて、

心土破砕の施行、有機物の計画的投入を行い、

表面排水を良好にして、根張りの良い麦作り

を行うことが重要であることが再認識された。

本年の品質低下は、７月の連続した降雨と

寡照が主要因であるが、倒伏が多く被害を助

長した地域もみられる。倒伏の主要因は眼紋

病の発生と茎数過多であるため、適正な輪作

を行い適期・適量播種を推進していく必要が

ある。

「きたほなみ」は「ホクシン」に比べ３０％

以上増収した事例が多く、多収性が改めて実

感できた。１等麦比率も「ホクシン」に勝り、

品質評価も Aランクが大半で「ホクシン」

より優れることが認められた。しかし品質評

価基準４項目のうち、検査数量の３７％で「タ

ンパク」が基準値を超えていた。また、「ホ

クシン」より倒伏が多い地域もあった。上川

地域では製品歩留が７０％程度と低かった。播

種期が早いにもかかわらず播種量が多く、茎

表６ 平成２１年産小麦の品質評価ランク区分
（平成２１年１１月３０日現在）

品種名
Aランク（％） Bランク Cランク Dランク

S A 合計 （％） （％） （％）
ホクシン ２２．１（５０．４）４３．０（４４．３）６５．１（９４．８）１４．２（４．０）１５．０（１．２） ５．７（０．０）
きたほなみ ６３．２（ － ）３６．１（ － ）９９．３（ － ） ０．７（ － ）
ホロシリ ０．０（８３．１） １００（１６．９） １００（１００）
きたもえ ２０．８（５７．６）５８．７（３８．５）７９．５（９６．１）２０．５（１．４）
日本めん用計 ２５．９（５０．７）４２．６（４４．１）６８．５（９４．８）１２．９（４．０）１３．５（１．２） ５．１（０．０）
タクネコムギ ０．０（２０．４） １００（７９．２） １００（９９．６） ０．０（０．４）
醸造用計 ０．０（２０．５） １００（７９．３） １００（９９．７） ０．０（０．５）
春よ恋 ８６．０（８５．１）１０．６（１４．７）９６．６（９９．１） ３．３（０．１） ０．１（０．０）
ハルユタカ ７５．３（９５．７）２４．７（３．１） １００（９８．８） ０．０（０．９） ０．０（０．３）
キタノカオリ ３．９（９２．５）６４．６（０．０）６８．５（９２．５） ０．０（７．５）３１．５（０．１）
はるきらり １００．（ － ） １００（ － ）
パン・中華めん用計 ７３．９（８７．９）１９．０（１０．３）９２．９（９８．１） ２．６（１．８） ４．５（０．１）

注）（ ）内は平成２０年産数値

Sは４つの品質項目すべてを満たした麦、Aは３項目を満たした麦。

表５ 平成２１年産麦類検査実績
（道農政事務所食料部）

品種名
１等麦比率（％）

２１年産 ２０年産 １９年産
ホクシン ５３．２ ８２．６ ８８．０
きたほなみ ７６．６ － －
ホロシリ ３９．４ ７２．４ ８９．０
タクネコムギ ５０．５ ６５．６ ７１．８
きたもえ １．２ ５３．３ ７９．３
キタノカオリ ６．７ ８７．１ ８８．９
秋まき計 ５３．５ ８２．１ ８７．８
春よ恋 ５８．３ ７７．８ ５５．７
ハルユタカ ５１．８ ８０．１ ６４．７
はるきらり ８８．９ － －
春まき計 ５８．１ ７８．１ ５７．９
普通小麦計 ５３．７ ８１．９ ８６．３

注）２１年産については、１０月３１日の速報値
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数・穂数が過剰になり、細麦化して品質が低

下した場面がみうけられる。茎数過多を避け、

止葉期追肥で粒の充実をはかる栽培が必要で

ある。

「きたほなみ」では起生期茎数が２，０００本

／	を超えるような栽培を避けるため、越冬
前茎数を道東では８００～９００本／	、道央・道

北では１，０００本／	程度を目標に、適期・適
量播種に努めなければならない。施肥は起生

期＋止葉期の追肥を基本としているが、「ホ

クシン」で高タンパクになる恐れがある圃場

では止葉期追肥を行わないか、追肥量を調整

することも必要になる。
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麦　　作 

平成２１年１１月２６日 �増田製粉所：兵庫県神戸市

空知農業改良普及センター空知南西部支所 専門普及指導員 片 山 正 寿

１ 会社の概要
増田製粉は、創業が明治３９年、１００年を超

える歴史のある製粉会社である。現在は国内

のベスト１０に入る大きさである。本社・工場

を神戸市に構え、下記の４部門を経営の柱と

している。

・製粉部門 ・畜産部門

・食品部門 ・その他の部門

また、増田製粉では「素材を生かした小麦

粉作り」に取り組んでおり製菓、製パン、製

麺に関するユーザーへ満足してもらえる製品

平成２１年度北海道産小麦流通実態調査報告

（調査日：平成２１年１１月２６日～２７日）

本会では、麦作生産の指導に携わる皆さんに、麦の流通・加工に関する理解を深めていただき、

北海道産小麦の品質向上とその安定供給に向けた取り組みに生かしていただくことを目的に、平

成２年より北海道産小麦の流通実態調査を実施してまいりました。

本年度は、農業試験場や農業改良普及センターをはじめ関係団体・機関から、２２名の参加をい

ただきました。そして、兵庫県の神戸市とたつの市の２カ所で調査・研修を実施しました。

研修は、製粉工場と製麺組合で、製粉工場では原料と製粉工程を見学させていただき、製麺組

合では手延べ素麺の加工の見学と研修を行いました。２カ所において、参加者と研修先の皆さん

との積極的な意見交換が行われ、道産小麦「ホクシン」「春よ恋」の評価と新品種「きたほなみ」

・「はるきらり」を含めた道産小麦に対する期待について有意義な情報を得ることができ、充実

した研修となりました。

参加者を代表して、空知農業改良普及センター空知南西部支所の片山専門普及指導員、北見農

業試験場麦類科の足利研究職員に報告の作成をお願いしました。ここに、その内容を掲載させて

いただきます。

会社全景 取組みについての説明
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の供給をしている。「伝統は守ることではな

く継続するもの。良いものは残し、その時代

にあったものを追求する。」ことを理念とし

ているとのことだった。

２ 徹底した製品管理
創業当時から着実に工場の拡大を図ってき

たが、施設が古くなり老朽化が問題となって

いた。そんな時神戸の震災に見舞われたこと

が大きな転機となったようである。

改築を余儀なくされ、それに当たって、衛

生的な管理を維持するためにデッドスペース

をなくすような機材の配置レイアウトにした

り、工場内の柱、骨格に埃のなどのたまりや

すい鋼材はなるべく使わないなど「清掃しや

すい」「汚れない」空間作りに配慮してきた。

個人衛生管理、製品の品質管理も徹底し、頻

繁に衛生チェックや品質のチェックをおこ

なってきた。２００８年に AIBの認証を受け、

現在はその基準に沿って工場の管理を行なっ

ている。

在庫の管理にも配慮がされているようで保

管に関わる管理費用や手間を考えると原料の

在庫を持たない方が良いのだろうが、年次が

変わるとともに使用する小麦が変わると粉の

品質に影響が出てユーザー側から「違う粉を

よこしたのではないか？」などのクレームが

くるらしくある程度の在庫を抱えながら品質

を一定に保つべく製粉を行なっている。

３ 安心・安全がキーワード
以前は、輸入麦のみの使用だった。国産麦

は、輸入麦との抱き合わせで購入・利用する

程度で、むしろ国産麦は、「やっかいもの」

だったようである。しかし近年、食品の偽装

問題や輸入食品の食中毒問題が続き安心・安

全なものへの要望が非常に高まってきたのを

契機に、最近では国産麦の利用を増やしてき

ている。製粉は、数十種の国産麦をたんぱく、

アミロ、水分などの成分をチェックし、ブレ

ンドをおこなっている。製粉の際には、原料

の水分や加水時間に細心の注意をはらってい

るとのことだった。製品は、菓子用や製麺用

AIB の認証 衛生と品質のチェック

ニーズに応じた多彩なラインナップ
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など各方面の要望に応えて多彩なラインナッ

プを揃えている。

４ 道産小麦に期待されていること
研修中に情報交換の場があったので小麦の

品質として取り決められている基準（アミロ、

たんぱく、灰分、容積重）について話をうか

がうことができた。

製粉工場部門の担当者は、製粉歩留や製粉

効率を考えると千粒重が重いこと、水分が低

いことや灰分が低いことが重要であるとして

いた。一方、できあがった製品を扱う部門の

担当者は、アミロやたんぱくが重要とのこと

だった。製粉会社の中の部門でもいろいろ意

見が分かれるようにみえるが、どの項目が一

番と優先順位をつけることは難しく、それぞ

れ項目の基準値をクリアするべく取り組まな

ければいけないと感じた。また、本研修をと

おしてH２１年産の品質について製粉業者の

方々から逆に質問が出るなど北海道産の評価

が非常に高いことを感じた。年次によって品

質が変わることが大きな問題であり、一定の

品質を維持していくことの重要性を再認識し

た。今後も関係機関との連携を深め高品質安

定生産に向けた技術支援に取り組んでいかな

ければならないと感じた。

◆ AIB（American Institute of Baking）について

AIBフードセーフティ監査システムのこと

アメリカのパン研究所で食品の安全性に関

する規制（FDA法）を強化するために、製

船での荷揚げに使っていた水路で最近ま

で使っていたとのこと

製粉機

製品ライン 篩や行程ごとに分類された粉

北海道 米 麦 改 良 第６１号8 ２０１０．１



粉・製パン業界からの要請により業界主導の

システムとして開始された。監査は、実際に

食品が製造されている製造現場と食品保管現

場の検査を重要視し、現場検査に８０％、書類

検査に２０％のウエイトで実施されている。

１１月２７日 兵庫県手延素麺協同組合：兵庫県たつの市

北見農業試験場 作物研究部 麦類科 研究職員 足 利 奈 奈

� 兵庫県手延素麺協同組合の概要
兵庫県手延素麺協同組合は、兵庫県たつの

市に位置し、１８８７年に創立され１２０年以上の

歴史があり、揖保乃糸等の登録商標をもつ組

合である。研修にあたっては、業務部の松本

氏を中心に概要を説明いただいた（写真１）。

� 手延素麺産業
この地域で手延素麺産業が発達した背景に

は、揖保川に代表される豊かな水流系が素麺

作りに適していたこと、河川域の肥沃な大地

で育つ小麦という原料があったこと、冬場に

乾燥しやすい瀬戸内性気候が素麺の乾燥に適

する事などがあった。

第二次世界大戦時には生産が非常に落ち込

んだものの、戦後の品質安定化や産地拡大、

広告宣伝事業などの様々な努力と取り組みに

より、“揖保乃糸”ブランドが確立され、販

売の促進、品質保証に結びついた結果、現在

は戦前を大きく上回る２０，０００トン以上の生産

量となり、“揖保乃糸”の知名度は非常に高

い。

� 商品開発と小麦
昭和３７年以降、外麦を含めた小麦の利用が

進められてきたが、近年、様々な商品開発が

行われる中で道産小麦を用いた商品も開発さ

れている。開発の背景には、国産麦を使用し

た商品の開発が望まれる中で、地元産小麦

（播州小麦）では品質・生産量のバラツキが

問題となった時に、道産小麦「ハルユタカ」

との出会いがあったとのこと。それから約５

年間の研究・準備期間を経て、道産小麦「ホ

クシン」、「ハルユタカ」をブレンドした粉を

用いた「縒（よ）りつむぎ」という素麺が開

発された。「縒りつむぎ」の販売量は平成１４

年から平成２１年までの７年間で約３倍となっ

ており、主力商品の１つとなっている。近年

の食の安全・安心への関心の高まりによる国

産ブームも出荷量が増えたことへの追い風と

なっている。しかし、国産麦を扱う上では苦

労もあり、外国産麦に比べて熟成が早く、だ

れやすい、つながりが良くないなどの傾向が

見られる事から、試作やブレンドを変えての

対応、また製造工程における食塩量や熟成の

調整といった生地に合わせた作業が必要に

なっている。このような工夫と努力があって

「縒りつむぎ」は生産されている。

この他、手延中華麺の開発、１２０周年記念

商品として兵庫県産小麦（「シロガネコムギ」、

「ふくほのか」）１００％使用の素麺など、品質写真１ 研修の様子
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や素材にこだわった様々な商品開発が行われ

ている。

� 揖保乃糸資料館「そうめんの里」
手延素麺の歴史や製造行程に加え、美味し

い素麺を楽しむことができるのが揖保乃糸資

料館である。ここでは手延素麺製造作業の実

演見学と道産小麦使用「縒りつむぎ」の試食

を行った。手延素麺の製造作業では、熟成を

終えた麺紐を職人さんがぐいぐいとのばし、

あっという間に２�にも及ぶ細くて長い素麺
にする作業が見学出来た（写真２）。また、

道産小麦を用いた「縒りつむぎ」を暖かくし

て“にゅうめん”で頂いた（写真３）。素麺

は冷たくして食べる機会が多いが、寒い季節

にはぴったりの体が温まるレシピであり、今

後、我が家のメニューにも加えたい。

� 意見交換
・研修参加者からの質問
Ｑ：組合の生産体系はどのようになっている

のか？

Ａ：生産組合員が共同仕入れした材料を使っ

て製造し、組合に出荷し、組合で販売すると

いう体系をとっている。

Ｑ：外国産麦は何を使用しているのか？

Ａ : ASWが多く、その他、アメリカ産など

も含まれている。

Ｑ：素麺の販売時期はいつ頃になるのか？

Ａ：３月～８月に９割程度を販売しているが、

通年商品とすべく、レシピの提案やメーカー

とのコラボレーションなどの取り組みを行っ

ている。

Ｑ：国内産ブームの背景は何が大きいと考え

られるか？

Ａ：食の安全・安心に対する消費者意識の高

まりから、国産を使用したものへのニーズが

ある。また、「縒りつむぎ」は“道産”とい

うのも魅力の１つとなっている。

Ｑ：昔行われていた国産麦を用いた素麺作り

での苦労はどんな点か？

Ａ：技術、設備、の点も今以上の苦労があっ

たと思われ、また、年次によっても品質が異

なるであろう事から、塩の量を調節したり手

間をかけることで対応していたと思われる。

・兵庫県手延素麺協同組合からの質問

Ｑ：「ホクシン」に置き換わって使うことを

検討している新品種「きたほなみ」とはどん

な特性をもった小麦か？

Ａ：収量性、障害病害耐性などの農業特性、

製粉性や製めん適性も「ホクシン」より優れ

た品種である。

� まとめ
今回の研修を通して、国産麦としてはロッ

トが大きく、生産や品質面で安定性のある道

産小麦への需要を再認識した。また一方では、

写真３ 道産小麦を用いた素麺「縒りつ

むぎ」の試食写真２ 素麺を引き延ばす作業の様子
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実需者側には国産麦を使う上での苦労がある

ことも感じられた。現状では実需者側からの

詳細なニーズに対応するのは難しいと思われ

るものの、今後、品種育成を進める上で、よ

り障害・病害耐性が優れ、高品質な小麦の作

出を目指し、更なる生産、品質の安定化に貢

献したいと感じた。

最後に、今回の小麦流通実態調査を主催し

て頂いた米麦改良協会、ならびに研修を快く

受け入れて下さった兵庫県手延素麺協同組合

に心よりお礼を申しあげます。
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麦　　作 

平成２１年度全国麦作共励会の結果について

第３０回（平成２１年度）北海道麦作共励会審査委員会において、「畑地における秋播小麦の個人

の部」で最優秀賞の高橋和男さん（津別町）、「畑地における秋播小麦の集団の部」で最優秀賞の

報徳麦作組合（美幌町）の二組を全国麦作共励会に北海道代表として推薦いたしました。

本年は、北海道全域で、開花期以降に日照不足と雨の多い悪天候に見舞われ、特に収穫期前後

の長雨により雨害を受け、大きく減収する結果となりました。その悪条件のなかにもかかわらず、

高橋さんも報徳麦作組合も立派な麦作りを達成されました。

高橋さんは、土作り、適正管理に加え、大豆間作を取り込んだ４年輪作を行っており、作物全

般に高品質・高収量をあげておられます。本年の「きたほなみ」の収量は８５０�／１０aでした。

近年人参の露地野菜も取り入れ、収益性も高く、津別町では模範的農業者として活躍しておられ

ます。

報徳麦作組合は、１０戸の農家、平均３２．５�と作付面積は地域にあって大きく、畑作を中心に野

菜を取り入れた複合経営を行っています。小麦は１等・１０俵の高品質・高収量をあげており、土

作り、適正管理、輪作体系がきちんと行われています。GPS（現在位置を調べる測位システム

で、これを利用し作物や土壌の状態を把握する）による収穫、施肥、リールマシン、ラジコンヘ

リ、光学センサー等を用いた畑作管理を行い、コスト低減に向け積極的に取り組んでいます。

１２月２２日の全国麦作共励会中央審査委員会において、高橋さん・報徳麦作組合はともに見事

「農林水産大臣賞」を受賞されました。二組が同時に農林水産大臣賞を受賞したということは初

めての快挙ですが、北海道の麦作りのレベルの高さが改めて理解されたと考えます。悪い天候条

件にもかかわらず立派な成績を上げることができた北海道の麦作りの底力に対し、改めて敬意を

表したいと思います。
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

平成21年産小麦の総括 
 
平成21年度北海道産小麦流通実態調査報告 
 
平成21年度全国麦作共励会の結果について 

麦作 


